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巻頭言

場長西田稔

 戦後はあ・と・ケ月でI瀞・・年とな1、日本経済の.復興一は.
 .めざましく、。水産業に於ても漁獲高は戦前戦後を、通じて最.高

 配緑岬1のが度・更新さ札一義宛・師の進歩一加・工・.流通
 画での改善も行われ、総括的.には発展しつ・つ・あ一斉ど考え,られ、
 るが、業者各個・の平均・生産姻格、特に浩岸漁業及び加工業者
 の平均生産価格や利益率をとつ・てみると.復興、どころでぼ二な.

 く、益々悪化しつつある一ことは一般に認められる1どこ.ろであ

 る。この原因は生産基盤に対して企業体、'経営体.の数が1過剰

 である.と・手一ろにある。一尉じ月収額の給料生活者の場合子供
 の数が少ない家族の方が一人当りの生活消費引当額炉多Iくな
 り、それだ.け楽な暮しができ喬.ことは明らかである。

 手厚い国家的保護が力団えら・れ.ている農業の場一合で噛・、1I髄正な.

 農業経営を推進寺るた・め一に.工業そ一の他⑳産業へ転じ離農す

 る鉦のが増カロすることを歓迎し、む1しろとれを・推進する方策.
 を執るべきであ.るとの意見が多。く聞かれ、実施面に於て一一も、一
 この観点に立って打って一いるか“又一は結果的に見て.こ・の目的

 で行われたと同'様だものがある様'であ1る。∴.

 農業経営者及び従事者は逐年減少しつ・つあるが・、鐸業よりも
 っと産業的に低位に在る沿岸漁業の場合は減少率が少ない様

 で李る;

 水産の方面でぽいったいどの様な根本理念で缶般の事が処理

 されているのだろうか、叉は処理.す一べきであろうか。

 漁莱相左商の処理についても、・もらと基本的に資料を整備し
 た上で抜李的に解.決すべきこ二とが多い様に思わ市1る。沿岸の

 小漁業者か・ら一目の.敵にされている・以.東.機船底曳綱は・県が多
 額の経費をかけて取締ってい一るが、一なか法か違反は無くなら'一
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 ないどころか今では常習的、継続的に二固定してし享って居る

 と思われる組反事実を弘で見で1ピ経常経費とし㌣め
 計上してあると思われ岬度のものを違反船あ経学考が負
 担すれば済む様卒処分が線かえされ下いるとすれぱ二,違反は
 当森続1ことになろう1しかも漁業取締船の動向を千パイす
 る1手裏を幣.じ、いったん検案坤たら政治的有力者を動員し
 て軽{・処会亡済む娃にあ'らゆる連動を関係方面一に展1関すると・
 のうわさも聞.=く。他.の漁業違反の場合で・も規模の大小は異な
 れ.金じ様な一状況セあろう事が想像される。右岸零細根楽た対」・
 一して機蝉曳が.真に年産妨害の即下あり・それが李産全体・
 一.の生産から見てマIイナスであるなら、機船底曳の全廃もしく・.
 は少・くとも禁よ区域外での正当操業で検営でき肴限度での船
 ・数に凄で減'らすべきであろう。それと反対に底曳の万カまプラ
 スであるなら沿岸漁民の数の減少碧計るべきではなかろうか。

 これらのこ一とは勿論行一政や政治の問題でφ・つて我々試験研究.

 ないし指導機関の取上げ'る問題から離れていると恩1。しか.'
 .し行政キ政治が既成観念鮭として支配されて・ど'戸にも
 手がつけ.られないとして現状に止まったり㌧新しい施策1干着

 .アする場合に基本的調率無いご・いきなり予算化さ㍗たりす
 ・る場合が多い'し、特に水産ではその状態が多い棲に思われる
 がそれが果して得策であろうカ㍉人工魚礁にしても黙り.、沿
 岸振興事業の多くにしても然り・その他国及び地方g多くの
 いわゆる新規予算の場合セここのことを感ず6。ツ連に3年間.
 抑留されたとさ仙人訊間があったが、その中で政治に関する
 問題に対し下生/興味、関心を持?た事がな/従っ・て勉強し一
 た、ことも無い、と答えた.ら、一国民として.政治に関I心を持たぬ..
 というご.とが.あるかと、クPイツルとか云っだ・日本語のうま
 いお婆さんの敏治部員らしき女将校から叱られたの牽憶えて
 いるシノいろいろ仕事の面で少し深く考えて行くと.・・どうし
 ..ても片政治の関係につき当って来るが、.そこまで行くと引返し
 セしまって、クロイツル女史に口七られた時と一向に変ってい
 ない。、

＼
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 鹿児島港内プランクトン調査

川上市正

 調査の目的

 この調査は鹿児島湾内のカタクチイワ.シ卵'並びに粍魚'

 の時期的な又地甚的な分布牽把握するこIとを弓的として
 'いる。

 調査は毎月/回とし鹿大水産学都の御好意で.同学部練

 習稀しろや・まに便乗して図(イ)9牢点で実施す.る。.
 今回35年度第/回調査着実施したのでその結果を報告

 す。

 調査の期商,

 昭和35年4月.ク日^)4月9日

 プランクトン採集方法

 口径45鰍の㊨ネットをもって一一0一.20坪(過去の資料.

 知20楓で実施してあるため)を手引きにより毎碕'50
 腕.程度で垂直に採集す。

調査結果

 /,カタクチ卵の量

 湾口に宇た亭Stイ～4は都合で採集しなカ)ったの
 で卵分布の状況は不明で李る。
 卵分布の認められた所は'湾奥部b東初にあたるIS毛

 22(5個)S七24(2個)S土26(3個)

 (St2g,25は定点・としては欠)だけで他の点一で
 は認められなかった。

 湾口部に近いS七5～7も同様卵は見られない。。

(図2)
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 プランクトン量の分布

 湾内のプラ!タトン量も分布をみる叱めにプランクト

 .=ぺ輝星をと'るこξにしポ・

 測帥㌃沈澱箪値(馴・I蜂/抑サセあるが、㍗
 を漉水量60㎡当りの量に換算し0一α5鮒、

 qト川・μ・・0・.㌻ト用ρ一・グ.α㌃
 ぺ怜Iの5段階に肘て分布図(図3)二叩った㌧
 .沈澱鼠の全採集量'(60㎡換算.)は・360一'δ鎚で/点
 当り平均∴ク卿となってい亭一。.
 全般的に沈澱量の!,0⑫Cの既が多(海中央部東側1と

 湾奥部東側にん0鰯以上q冴二軒1牟られる程度でみあ1}
 ・先8では鼓著鮒蝉が目立つが・これ・は附近フ帯
 に多章!こ発生.レた一N!㍗ユ岬一(沈澱竿㍗仰以
 上).のだめである。

 プランクトン組成の分布
 種類の査定は実施しなかったので動植物性1それぞれ一

 についての種の一数は不明である。

 い稀釈苧によって個体を干れg岬卵竿に分ち
 をれを基にレて総体の動植一物岬を然し午κすぎな・
 二し㌦、これ岳1よると全納坪植物性卵立つ下多
 二い1㍗㍗占める1と呼れ舳f'点を勢え
 凶桜畠南部パ・ザ・・ん・61季...神性カニ号、曳って
 おり約半数を占めている一。(図4)

モ
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 表/沈澱量並びに動一植物の比率

     一'一■■…一一一■.''一'一一一

     定1//⊥/21/3一ψ'/6     一

     ラ意水'量応。1。。≡ク。_王斗睾㍗α鮒佃3α靴2α、は、威、カ80     一一■一'一.一■止'''_二_.

     沈I澱量0・4
     一■一一一一

     60㎡当りα2
     一'      詰物性土一1一一し51/抑5012550
     {植物性..%19ゲg31星ク19719卸6≡1r9神44150175150

     …■■■一一^…一I一一'一一一一一''■一'一'一1一^''.`…一一一一一一一
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 ・列
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・1←1ザ・・1…1
 -!1川†十・†一・一!
 a.。壇上9㍗i
 61-1α212;/≡ρ.3、

 、動物性一%13161/01g-917…一
 植物性%;9ク:949gg/9/1g3

;/0ゾ1

 19σ、9ダ901.

 ∴カタクチ卵は湾奥の率側で/点平均3個がみられた二
 2,沈澱量は全採集点で.36,0醐/点平均!,7肋で

 湾・中央都東肌湾奥呼の東側が量的に多～
 ユ全般的に植物性プラングトシ群ゆ走つが桜島南部,に
 は動物性プランクトンが多く一.約半分を占めている。
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図一./

 プランクトン採取定点図  .カタクチイワシ邪分売国≡

図3.

 プランクトン沈澱量(60㎡当り)

図4

 動植物性の比率



 米の津沿亭弘水質I、峰質より見た
 才ゴニペリ進地調査{一…1。。一1一。

調査一一一甑

 ,責桝採取一なド①日程

 昭和一35年率月!よ日

 ρ鹿児島ヂ公用車陵坤)出水着..。、=、、
多腎臓天株式会社佐一藤降芳氏坊帥同道
 ○打ち合せ

 市商工水産譲黒木課長、中村係長

県坪苧出水市吏員千原耕平
 ○採水と採泥

 米子津藩馴雫りガ点.、..・、..
 わらび島干拓水'門・3点

 昭和3ぶ年架月/6日

 ○打ち合せ

 出水市長、.助役珀黒本課長

 q採氷.と採泥

 福之江築港一一.ノ.点
 わらび島干拓甲畔,/率

 ○帰庁

二室,調査担当者

 イ、一資料採集1.、

本場調査部踊子丸隼

 ..口・資秤。9析・.
一本場調査蔀'上田慮雄

 一ユ調査員め於壷、公用車使用あ淀めφ燃料代及呼分析に要し
 た経費は多摩川寒天株式会社.で支弁された。

 劣調査。点.I0

 別区に示す。
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 採水と採泥の方法

 ○鐸水:ナンセン式て凶倒採水籍を使用・採水戸rポ
 リ.エチレン瓶に密栓、溶存酸素は現場で固定

 帰庁后、分析に供した。.

 ○採泥:離合社製。熊旧式叙泥器を用いて採泥・、瓶に・
 密填し、帰庁后分析に供一し液一。・

/,水質

 分析結果は次表に示す。P一旦はわらび島干拓のS元
 ノ、。2が7.8、.7,クと梢低く、一他は何れも8;/～

 8;2と.通常の海水と変りなく、溶存酵素も夕手～Z0
 兆。で異常漁めない{…はやらび島キ拓の
 ・七・、・が5悦、七てや㌧多1他は何れも
 ・幣、七前后である。.塩素量は、わらび島干拓の・・/・
 St3は2房;以下で殆んど淡水に茸くS七ム4が

 /0μ～米之津港は!3㍗/以.福江築港が・!ク1タ
 クらで最も高い。。

水質分析表'

.s  七1水温1p亘  溶存酸素;G,0,D1塩素量

 一一'一川'…一'一.…r…寸…'一…r一…一一'一0一
 千五里竺一4⊥旦ほ三上史生、坐二三.。一/91
 福江築港i/621星21兵789:α8よ6、./ク,691
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栄養塩類

 海藻の生育は環坤剛ど大き/三支配さ.れ1特に海水中の
 栄養塩の存否は海藻の生産量と品質の点に大きく関係

 す一、も=りと考え・・苧塩の分析を打つたぺ結果は次表
 に示」す。

 孝三養…一1ダ翠分析表・・、.・

 .'く、

 1・㌃田きぐ差一硅酸(Sユ)麟(P)、アーモニア(N)陣(N)i亜磯(・)'
 ㌧裏τプ丁㌦∵㌃†三。

ll.
α32

 .干挿潮遊、4≡

福.注築港1

 ク01ψ..=

4.01蜥1,

 一■一一∵1
61361α27

 ・1〃い/0

 硅酸はわらび昆千掻のS七/∴3が一//.g二三ノ40
 ト市ツ坤1多い一これは上11の塩素卒が歩Iな1、
 硅醇の・多いこいま淡水の影響が大き・いことを意・味する≒
 他は何れ1・・㌻クーσ㌃a岬s々で一一最!少だ1ぺ
 Iのは福ぐ江築港〃力二∵㍗皿S巧で塩素量の最1
 大きいこ一とから1考え下・王Iぐ丁致する。
 燐酸1辛米ノ津港カψ一JμC-a七.O皿S々で最1多.
 く.、.わ・ら・び島干拓、福ノ江築港は何れの場所も殆んど
 同じで4・ト{皿s々前後で・ふ牝.
 Iアンモニアはわらび島干拓の・、・が・卒トま㍗皿S/e
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 .で琴も多く、次が
 S七2の/0,

 S竜3,4の6(4

 クげ七0皿形で
 米ノ津港は//()

 パー㍗皿陸
 福.ノ江.築港が最も

 少な/・ゲ.州ツ
 である。

 次に硝酸塩舛
 わらび島干拓の

 S市3が/五5

 トa帥杉で
 藩=しく多いが

 S市2,4、は

 ・～・ポ了㍗勿・
 である。又米
 ノ津港は5()/0

 十†七〇吻∴
 福ノー江築港は

∴・トa㍗ツ
 で最も少なカ)っ

 た。亜硝酸塩も

 硝酸塩と略々同I

 じ分布状態で

 わ弓呼島干拓米
 ノ津港は0,3～・

 αぺ`a伽巧
 で殆んど大差は



 みられないが二一福ノ江築港はユ=・γ一㍗皿形で仲の場
 卵劣の値である・。以上栄養寧類は米ノ準済及びわら
 び島午捨俺、、・稿々富んでいるがし福ノ江築港は何.れの成
 分一も少な'し笥直である。一

伸一.一頁
 泥質の分析結果惇次表の'無一りであり、米ノ津港のS七2

 及び.わらび島干拓gSt2は小石が混入していて分析試
 料の採取に不均一性があり、G,O,b,硫化物の測定は行
 わなカ)つ・た。・

 泥質分析結果、

 1σ・0■D・満イ腕11粒子組成(%)一

 1岨一一L」上ン止L竺rl={」山9千1
 ゆ千/1脚i一α1ヤW客91…1欄グ・
 !拓一21-1118夕月6;〃1"α・…α2≡

 ・1叶α・千11高・:・・ミ・・舳…1雌1
 島41続、α/6一ψ・払/361棚1μ6集・1

 ・・、・山は米1津港れ・・三三パ・劣で著し/多/、
 わらび島干拝はべ・でなである・・早飾化芦1米ノ津港
 ⑫・七・がん・悔で最も多一/I-1ご二わらび島干拓の…、
 ・はη～島吻、・用まα・・Zで最1少なヘ
 オゴノリは静穏な湾内卑浅所g拳石、、貝殻。小石等一に大
 塊をなして着生する故、海軍の稗干秤成をみることはそ
 φ霜生の適否をみる指針となる故粒子組成をみると、.
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 米ノ津港のS七/で

 は/醐以上の小石等

 は殆んどみられず

 α2(}α05駆翻カテ

 535%で最も多く

 α05鰍以下でも

 32,6%であった。

 これはG,O.D,硫化

 物が多いこと一とよ'く

 一致している。

 但レ道にS毛2では

 ξ郡以上帥劣/%
 .で最も多く、中に.は
 約35鰍の小石一もみ

 られたρ又わら一ひ島

 干拓ではs七/.で

 3前以上は23/%

 3～ノ榊4tカタ。28二99る

 /～α5伽しが264

 %一で均一な組成を示

 し、α0争鯉以下で

 4～%であるパ七
 ・二は3鰍以上が.

 8夕3%で最も冬も.一
 これも中。妃は約3・5.

 鰍の小石カ羊みられた。S先3{4は'殆.んど同様の組成

 ・を示し・、3鰍以上ぽ3～5%で少祖く、最も多一いのは
 一α2～α05醐で53;/%・㍑6%となつ‡μパ
 以上泥質は、米之率港ρSt/はσI・O.・Dナ硫化物が多



 /草つ小石が州∵が・.ザ㍗・押以上が㍗・そ小右
 も認めた。又わらび島干拓では、一Sポはβ鰯以上が8吉%で
 小石もあるが他は何れも小石は認められない。

考.察

 本邦.のオゴノリ類は淡水の流入ずみ沿岸及か二半カン水湖 一'、

 に多く、北一1ま・北海I道ヵ)ら南は一九州まで、そづ粉布は喀範囲

 1戦咋居㌧印朴歯条例く11比較叩響さ舛ない七
 さ都下いるぺつ㌃水師、ら鬼た揚戸・㍗適地が淡水
 g流入†る半カλ水湖である事は・又陸上カ、叩養戸が流
 入するこ一とを意味寺・るめ1セ藻=の生育に必要牟栄華輿の不足
 と云う事は金一り考えられない1のでは=ないだろ夕か。

 併し・1必然呼舛とし㌣㌣やばな,亭苧い事亨.停滞氷1
 であってはならない事;換言すればI.常に水質はI湊動して

 居る状態で体・けれ卵らな岬・.そ抄岬蝉戸?上
 下流(対流)が望まし∵亭千年るL二.
 又・底質を見縮合1淡水流千と同時に坪土も.押・し蔀・され
 て、・流入口は榊琴1芋軟流質であ・るあ亭1普通㍗一る涌g
 胞子が附着す羊舛寧底は砂れき質で予・る坤必要と思
 われ.る.が、「厚岸湖のオゴノリ“こ.関する調査.研硯報告..

 ノ958・北本試」によると、一方ゴリ.9全.国生.座席の
 30%を占める厚岸湖の底質は大部分が泥砂であって一生

 長の良い底質'は一カーキ礁又は貝殻を混じIた泥てあっニセ∵一完全

 な軟泥底又はご一=他の衰δ繁茂・する部分、'(こ1の=場合アマ
 モ群落地帯)とでぽ窮らか法差一が見られた.とあ一一る.。'

 この事からI見て移動一兆に一より泥中⑳有機物が常に水質に

 消化さIれ生御に吸収利用。さ.れ得るもめと考えら'れ、・その
 為にも完全な砂れき質よりも砂貝殻混り雫泥質である方。が
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 .有利であると云え.

 次に厚岸淑.の水質・∵・之雛岸の水資・!城・隼討レて糺
 一§厚岸湖の水質分≒三ゲ㌧

 卜・1二幣∵㌻劣■箏1野箏1
 に■市W'㌦r砺巾よ～川'和沁・㌧
 161～i～i～1～1～」一綱1～!
 1」一旦一L坐い凶.∠坤!ザ箏4抑ピ!9,1・1
!1㌻・∴1㌻㍗/㍗1
 ・1..!.&01-404、一'砂丘/1.!ろ4三1.{三0二合..4竺争/ψ1
 ド1デ々r榊ボ43■1み∵α・・亨1…
 ソ・1'～;札1一～∵～、～!～=ぺ
 ."一、_.坐し..殴4メμ4ユ優え一イ双一停五9..一!{9ギ'

 註∴.厚岸湖のオゴノ1κ関する調査研究報告/一㍗8
 93㍗9・5千=..羊水試

 ・易報芳書手析李・・中・珪酸塩・芦・…H1・蝉塩・
 ・….…ミ!ま予れぞれ・…ポ㌃†oソ・・↓
 に換算レ:三硝撃態窒素NξPMも同様。.理。
 ト㍗㌧で軍出・塩素…前11塩素量.・斗
 として.表わし.た。

 I厚岸湖の水質につ/)て見.ると・持郎よ1かな一1の相違
 'が見一られモ出水地区においても又二時期、時間・に一ま一岩相

 違や・特に採水点附近が干満に・'よりか一なりその水質

 に変動'がある・事が予想一言れ二二志こ一の事一を考慮に入れて
 おく必要がある、・二・=一一、…=ll}・1二Iゾ

 /,米之津港潮遊び

 この潮溜りは干満によ..'り海水が絶えず、.流入、..排出して
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 居るが、淡水あ流入・は降繭時以外は僅かな様で二ある。又
 水門が一基そある為・沓門附近の水流はかなり見られる
 が奥のI方は比較的緩慢なようである。

 §水贋:厚岸湖のものに比綾一して一燐睡塩一がかな一り多し一・'と
 云'う事の'他、特に取り土け一一る'べ1き点一は'だい。一一'一一一≡=一一一

 厚岸湖の隻含、才コノIリの最も盛んな生育地点一め一塩素量

 は、/5㌻/一ソ紬鞭一である一。・
 質:中・央=都加1昏瑛一にカ)けでg深みが二/鰯以上の粒

 子一盈含まな小軟底質(lS・毛・・0/)一で、水門桝近一(S・t2)
 が砂れき質一てとの二つに大別される。

 .≒'1中史φ瀦みが軟底質であ各事一は比較的こ一の附近の水の動
 きが少=漆・ギ修一掃水に逝い・む・のではないかと思われ1る。・・一

 品わらび島干拓、水門附近と汐揮り一
 §水軍一二採水が最下汐時であった為、上流が河に通ずる
 S†/、S土3は殆んど淡水に・近く有機物も上流から押`

 し流されてかなり多い。之は又、硅酸量と各形態の窒素

 量に表われている。

 一汐溜りの下流におけるS七2では最千汐においても塩

 素量はかなり高い。

 S七皐はその翌日採水したものだが。塩素量は前日のも

 のと殆んど変りなくこの干拓の汐溜り.内の塩素量は大体

 !ψ二内外に一定している一のではないだろうか。
 その他栄養塩については厚岸湖のものと大差はない。

 §底質二荷れの点'も砂れき“介殻混りの泥質であるが、

 s七2は特に砂れきが多い。

 汐溜り内では別区にも示した通りSt2附近ではかな

 り大きなオゴノリの着生が見られた。

 一一ノーよ一



 ～,福江築港

 '§1水質：塩素量でも・明らかな様に弊水の一影響は見亭れな
 いようである。その他・び;O..・D,や他Iの塩類も・他地崖に比

 徹して少帥様で1あるが厚岸湖.の奪の.と・は大差はな.～
 §底質=岸に遅い榔、分社抄れ≡き。.で.あるがI.ところ.によっ

 て一軟泥部も見'られ、泥中の介殻にオゴノリの着生してい

 る場所もある。

 峠腋苧料・とし平岸湖岬ニクを1i肌たが蒔離塁
 る相違は肌伽としても・.今回9調査において璋厚岸湖
 の'ものに特に劣るとは思われず。、栄養一塩にっし)て==1幸二なしろ勝
 つでいる。・・

 又、底質一1とつ∴いて一も廿あざ部分1に・叔い.て.・組子綴碑を改善す
 る事によりI、さして問一題となる庶はな、さ、そうで亭る。.

以上
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 調査点図(採水深涜点)(その1)

 .()で示す。



 調査点図(その2)

 §米之津一港潮趨り
 今八代海・

 一町民__.五_、_

 一門一」舳£、生ムはこの郡舳'らだけ
 1」l
 lである。
 ＼s土2

 貴工∵㌶…、吾、≡、
 ・門1、_._」

 ㌔二・一・ノー一I一一山■一一.'」・...一一・一・・水門・
 ・淡水流入・口:大雨の時には相当量の淡水が・・

 流入する。

 巌一水深は/～,タ,5地で、。一深みは軟泥(泥の深さ'

 30～50腕)浅い所は岩砂れきでヨ)る.。.

 自生植物として、診が、き部'に、バビロ(アオ

 サ)泥部にモ.が,密生、水門附近には、
 5～/o藪凱のオゴノリが一見られた。

 聾防側水門の構造

 ト_・(側面)

 ・1堤トり
 万、、一.芝1

 ナ。海水(滴汐)
潮1知山

 ケ。しべ海水(干汐)
 満汐時は水圧で水門.は閉る一
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1.福江築..竿.蝶一
二都

 砂れ

採水://蒔

 最満:/o蒔!o分
り

 溜、

 ..砂れき.・郡
銚/泥
 I・率細.

 ド毒ζ
 ド混1・栄・
 ドり,・港
 1〉・Il
ll

 l「

 ※図に示したように築藩一中央都は、泥質であえが

 こ一の部分に才コノリめ芦生が見られる。
 その地言申含の砂れき部にも才コノリの着生が見

 られる。又、採水点附近も砂れき。質である。
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 わらび島干拓水門附近と潮遊び

 採水:S七/叫/8時

 S舛/。瀦

 最千.:・・時・・g
 最満=。。蒔・・分・

 オゴノヴ着生・…

 ノ:2苧の1もの

2

}:/押20鰍位

3

 St.3は泥質

 他は砂れ.き質.



 鹿児島湾奥・魚類書縞環秤査
調査部.

 昨年より鹿児島湾奥魚類蓄養瑳にブリの養成一を行・い、雄毎は
 毎月足癌的に定点観測を待ちていたが、蓄養場の環境条件は

 日・変動の薯Iしいもの坤り・一この変動が魚類の棲早に及・ぼ
 す影響を知り且健全なる養廊を行う.目的で、本年は毎日/o・

 時に定時観測を計画した」⑦でその中間結果を報告す'る・』

 /)・比重計及びクヌートセン法による一塩素壁の比較検討

 赤沼式比重計によ.つて海水の・比重を測定することは、硝酸

 録溶液で行う塩分検定に比べ、可.戒の誤差はあるが、取扱

 の簡便・経琴の掛らない等の点'から・竿.用目的によっては・
 こ一の方法での誤差.カ事許される場合争相当ある。但しそ・の比
 重計による誤差め範囲を知る目的で、比重計1とクヌートセ

 ン法による塩分検定一との比較Iを打つだ。

 即ち2目から/2目.までの44本、/3日から22目ま
 重の4■8本、計92.本についてみると、殆Iん.ど比重計にキ

 る値が李き1・斗α・～ム3の範鹿.で'あり一・1牛な予・値は
 、α1～一^9で然も/2本下絢イρ二%である。平均十α43
 一α3よで一般に比重計による値が木きぺもの.と考えてよ
 い二

2)養轟場一環境水質

 ・七/メ21ま養魚場内…3泰秤場外
 水温は表層は/7,5～/算5、!り米層で/6,5～/Zl

 で湾奥が稽々高い。PHは一星/～.瓦3で通常の海水と変化

 な一い。塩素量は表層が/夕～/クで且つ、日々の変化が著

 しいが、./0米層では.日々の変化も殆んどなく/9である・

 溶存酸素は・陽葡後で飽和度で㍗%以上・中1こは

一.)/一



 113%の・過飽和状態になることも二あり・酸素欠乏を螢ずる
 ことはないようである。一!

 ・アンモニ÷{壬3～4以下でありこれは魚の分泌により増加
 する・故放魚後注意すべき問題脅あ一る。

 硅壷帥・・の変卵著しい少ない日で表層は・.…多い
 r二千・ψ乙雫㍗が/0米層は殆んど変化な1パ～30
 年一ある㌦.一、..・・一.一・.=点亘1
 之上φ興・!月一往;坤午雌素量子タ梢々、秤三…、!・㍗硅警が
 争ぺ岬呼舛亨、ク㍗o)隼㌘、財符8,1㌧干つで
 あそ・・=、.=、
 .比重訂犀びクヌートセン法による塩素量の比較

 」1-1'一..1一義二.∴揮.1、.∴..∴一グ♀..辛..、,停、.二.=
 ;月㌦麦紬二1減・j二11吋生㌣率….・.

 一・1ノとノ・1・〆・一叶・二如1ψグ:榊一ト鮎・ミ
 ㌻1籏鯵荻1竹1.箒}二=
 ・'ルφ1ψ・,Tα叫榊1ぺ.・榔4-1+佃

 1小しψ1/抑=十蜥榊21雌9+δノ3

 川"0≡側1+螂/9;24・榊=十榊一
 1・1〃用5・rα・ザ側iゾ卿1+㈱
 わ・〃・・一/靖・:十榔.ノ泌.榔・=棚・1

.、1、.3、

 .一1し22一.＼1一一
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 日1・ll、.・…∵・..一・、、.∵・辛プー・一㍗辛・樗・…
 十手璽十之二∴辛些野クヌゴ坤1一一1
 /1・劣・・μ・ト・享・≡・舳:I榊1+α・・1

 ㍗榊11苓讐讐芦二.侭二字11

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

 ☆奄美短信☆
☆☆☆・☆☆☆☆☆☆☆I

 .奄美大島のさまざまな動きに・対.しては、う.しお発行以来、

 夕I・ヲになるまで・個人差はあれ苧・大なり・ふ.なり書き尽一
 ミタ.ている様である、今「寒ぜみ」が鳴いて.いると書げば・
 億.う・早∵な;軍国だからと思、、・・感心する人が多いだろう宇
 (うそでも)。今月に限り大島の風俗、習慣、ハブの恐怖に

 ついて知りたいならば、/2巻箭、。24号前の「うしお」.を

 ひも・といてもらえ岳ポ5・0歩/δ0歩の・どこ'るであろう'。

 居直って、書けと言われても寸感傷.となるもめがないので一因

 ?た・いく・ら四つだと云っても・四つだ手≒に変りないから
 困、った感じ.を書き並.べてみることにした。

 電「目に音案山ほととぎす初がつお」この文句は、む

 しろ大島地方にぴったりで'、こ.の頃来島される多くの人は

 笹くび.んと来ると思う。文学的1…感じと亭ことは、その人

一24一
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 ・・ろ妄で来て/≒一ると人・島中里1…か1〆lll:ぐ㌫
 .としておいて、こ・㌧では・節にな右静の過程が嵐つだも'の
 'だ。.・''・'・'

 ⑦琴造坤小1い地に分散川1る一;I∴.∴、I
 ⑫製氷エ場がない(名瀬市に一一ケ所だけ)

 一③漁船が小.さい(/0一～2g.畜).、
 ④鍋料/キビナゴ)の資鮒州'一1.一∴.二一
 ③鎮秤を活魚艦に入㌃㍗千24㍗㌣!咋㍗
へ..

 ⑥I鮮魚としての腹一路がない。.

 以上めことは・皆関連性があち'こ蓮対応言ごギるIめ1㍉戸
 の貫目が重要であ.る如へ年い舛1は間魑でな{㍉.こ鴫次式
 へどg項.貝・岬二番・目・……。二も:つ・て率1て・克㌧・11一こ'の・或は鮎立婁
 ・?祥.で。声・=手“ス粁敬に限砂珂嘩海砂Iが一多・いあ側の
 千紗ろ・う伽.集雛傘の何・偉iとし1一・う大金で.'1あ二る程鰯
 ・・二けた下し1。.よ・うが㌔とても二完牟1乙答えが出κ来;そ一ヰプも准山㌦
 か?.おρ1場合∴キ・ビーナ1ゴを活魚艦に入れ北宇・合・・2・千帯・間.
 ヨ県内に死絶す・季ξ、とIが輯大写因と・思二かれ・る。'こg灘惚な式
 gケー子は・古仁監を中心とする周辺の地区化僚に'一はな
 !ゾし.い碑であ.㍉ζのまΨ林態では3衷椿であり・
 情けな1ン,か?お緯タ県で一神に出て宿泊した蝉者は・
 無いので.なか戸うか・?・こ々らの率件下㍗ま・興空力な大漁
 貧乏に・エ字・・た地ギザ誠帥易!食・1られるのは・この
 辺にあろよ.うで、業者タレての悩みでもあろう。こ一うい・5
 、李.件.のも讐枕崎{グ簗孝紳、古仁屋を塞邸しI下
 ・…旗あげようと二5流ている。とんでも恋・い.こと.・テ㍍第一に

 一一二2二一・



 エサとなるキビナゴの賢一源?問題一軒らして危険性がある。
 住民がキーピナゴを食べて色恋い人が大音吟分でφるそうで・
 因みに環境が自然的排他性を帯びている。その.日仕事g板
 .行船が多いのもこの地。方の経済基盤と、販路のないとこ
 ・ろカ)ら一の特色でもあろう.。

 .こ1・う一みてくると基本となる幾つかの問題が考えられ様が

 その2、'3は

 ⑦キビナブ.の生長、成熟かい瀞貸涼等の生物的生態
 酌な問題

 一φキビナゴに変る柚の餌料
 ③キ.ビ.ナブの蓄養試験の問題
 とすれば午の先は一基礎的研粂に入.1・そして後抜本
 的な企業経営がなさ㌍るであろう。むずカ)しい課題であり
 1困ったものだ。

 §水産資源は大別して生物学的分一野と、数理統計学的な分

 舳1よって構成されるのであ.ξ,ミと知れて・いる捕者に
 於て1辛前項で途へ牟様に時間かか㌧りすぎる難甲・題であ予
 が、・漁撃統計からし下・その地方の魚族については大概つ.
 かみ得るで一あろう。こ＼で問題にな一るのは、正確な統計値

 ・が必撃であ':る二.でなければ、解明す一る人の」ひ=とりよがり一
 1こ終名であろう。一二.・.しからば大島に於ける水産物
 の総生産量・として.穣み.ヒげられた「個々の漁獲量」が、ど

 ρよチ咋性をもってい.るか宰知ることは・漁獲生産全体
 の把握と共に水産業全体の発展のために重要な意義があろ

 う一、ことは当然である。推計学の大家に、大島の水揚統計

 表を差し出し、分析を依頼して、出て来た.値でもって大島

 一の水産業の復興が把握されるべきものか。補助金欲一しさ一一に

 水増しさ・れた贋め水揚高表を提出し、公表一し、一こ.一れが.真の

一26=一



 大島の実情でじざいますと云われる様では、漁業経営の安定

 .を図る還坤計画は失われ三垂下あろう!ちよつ÷.㍗レたの
 で。

 四つだ事を2乗・3乗じ.下、辛単位当りの困った事に終ってし
 まいそうであるので、そうなら狂いうちに何か一つやるか、
 さも渋くは早々に・。・・・…。

 Y,T,.・生

 ◎・

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆.☆

 ☆各部日記☆

 京☆.☆☆☆☆☆☆☆☆☆・

 ○製造部日記

 4月27日(ノ28日・魚肉ソ`セ山ジ製造
 4月28日・来訪東鰹戸姻工場松元浪夫氏

 大島分場設置穣滅の試運転打合せのため

 5月2日()7日..魯煮加工碧導、於三二商会工場

 玄戸6日～ブ日藤田技師・野外圭補“鹿慶航空白
 帯隊へ出張・・諦作品の納今事務打合せの為

 5月一9日来訪.野.よ自衛障鹿屋航空隊湯地明以下
 、四率、現場調査並びに事務打合せgため

一27一



 舳・弓鹿服蝉岬木郡大会'∴紬I観察あり・
 来訪指宿市.田原技師・テラピアのカ甲

 工警品化言㍉㍗下調査のだ尊、.,...
 6負ン.・…・・I弓アジみらん千叩水効果哉一騎1
 5月/ク目～/8.日紬ソーセプ弾・
 5月/9日来訪。。串本野冷蔵KK、潟山鉄工所

 低温乾燥機について調査のため

 一5月2δ古来訪長島古等学校徳永教諭、うに
 加工資料調査のため

 5月一2/目㍗25目・特産品・カ弓二[1試験(とび無利用=.
 塩干品の質改善、塩蔵フィレー、焼乾と

 び魚).

 b漁業部1ヨ記一

.4月28目.
 4月2ヲ目

 4月ξ0日一

 4月301ヨ

 ぶ月/貝一

5月立貝

 ぶ;月.一9・日

5一月/0一日=

 5一月/o自・

 5月/2団.。

 トと一.、';夕・,月/6日

 ・・∴3月.・2・'σ・目

5月2/日

 .照市丸ト.ビウー才かい瀞調一査のため出港

 ..毒も。単トビウオかい海調査のため出港
 照一寓丸調査無ア帰港
集団操業中心船魚群探知機取付

 扮I.〃

 ちどり丸ブリ仔採捕試験のため出港

 かもめ調査終了帰港

 照南丸トビウオカ、い游調査のだ申出港・
 かもめブリ∴俘採捕試験のため出港

 .ちどり丸ブリ仔採捕試験終了帰港

 .照市丸,トビウオかい一瀦調査秤不帰港
 ちどり丸ブリ仔採捧のため出二港一

 照南丸トビウオかい游調査終了帰港

 照南丸トビウオかい瀦調査のため出港

 一28・一.一



 5月21日かもめブリ仔靖捕試験終了帰港
 5・月23日照南丸トビウ率かい游調牽終了帰港

 f月月かもめナ.1仔採鰯出港
 ○調塗都目記

 5月/∂目33年度事案報告書記命

 5月ノ員一)3/目(月密)

 ○夫泊港跳一ブリ在紬
 ○牛根÷リ仔蓄養幽

 .O海水及び食品分析

 ○養殖趣日記

 ・月山一糸状体竿養
 '・一融貝ツキビガイ絶細究.

 5月/0日ぐ)13種

 モナス培養実験.

 5。月/9目クラ.ミドモーナスクナリエラ

徴午藻類干鯛始
 ・'貞・・目∴・く目

 ノ.1琴殖技術研修全(愛知)
5月25目(丁29目

浅海増殖毒業効綿査去討会一(卿

 一・・二.



☆☆.☆☆☆☆☆☆1☆☆☆

 .☆分場日記☆.
 市☆☆☆幸☆☆☆☆☆・☆

 4月/2目～!3日

 1に一ず1調査(蘇州.)一・
 年月ノ沌'一紬晴廊氏素揚(納県ジ

 大島1ピ於け…る“一うに㍉■の資源及…び利用価値

 (企業化bに?いて
 4.月・20～30日、

 ～1青地の溝拝・換永
 午月2!日・
 ・よ月・白1マベ稚貝誌の手入れ
 5月/9日ノ

 ㍗日㍗。こ塩辛製ふ満二、名瀬∴

 ミー・11ピサ・・∵.1・・グ・え1芒11守一
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編集後記

 ○鯉のぼりこ>にも日本男児あり一一一丁無際隈の可能性に

 寄せる希望のシムボル。

 薫風を切.つて矢車がカラカラと帯ポ
 ○南海のレイ明に雄叫びあげて、飛魚漁始まる。

 種予、星久の磯辺に今年もまた海の女碑のプレゼ・ン/。

 ○牛根蓄養場か水資読査。日毎夜毎に姦麦一する硅駿・塩の量は
 桜島火山活動の所産か。

 水よ清かれ。.ブリ任よ肥れ。

 ・鉄で由めて鎖で括め年北平けい一{こ・!まで奉れば
 一浪平節では通らない。・・
 共通語は良心的に穣十げた数字のみ。
 東海黄海のキ来図が。
 llチャガ.チャガ、ショマショマllと云1{こならぬ
 ようしっかりべんきよう1、・たしましよう。

 ○斌水産課野球・試合/3日の金曜.は日が悪.く惜敗。
 、24:!5とは大漁の前ぶれか。

 編・集部.
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正誤表

 うしお50号6頁に次表を入れる。



 一1一'ζ実直から)・表I/一処理蒔にける変化

 ∵、一1享・字一尊㌢・専一∴一望一軍・…㌣警・…一浸一漬処理
 ∴∵.一一一二一一'1

「

 1、葦4・4,書1

 ㌧。、ユ。1

 ∴㌻∵∴・1一∴∴∴携十メ1∴
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 表。2撤塩后煮熟餉一の外観.
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111
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1パ1
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身
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